
 

Ⅰ 取組の概要 

１ 他校との交流を踏まえた復興教育 

（１）青森県立名久井農業高校との交流 

  ・名久井農業高校の生徒が来校し、本校生徒と一

緒に植栽活動を行うとともに交流会を開催。 

  ・名久井農業高校の生徒を招待し、フラワーアレ

ンジメント講習会や文化祭交流を開催。今年は

郷土芸能部による太鼓演奏や、野菜とジャムの

販売もあり、大変盛り上がった。 

  ・名久井農業高校へ生徒を派遣し、復興状況の発

表や山田町の物産品販売や生徒交流を開催 

  （本事業からの予算を活用） 

 

写真 名久井農業高校との植栽活動 

（２）いわて・しずおか交流事業 

  ・３泊４日の行程で生徒が静岡へ出向き、復興状

況の発表や生徒同士の交流を実施。今年は静岡

県から生徒50名、教員５名も来校し、本校生徒

と防災のためのディスカッションを行ったり、

再建した「鯨と海の博物館」の見学、町内の視

察訪問等を行った。（主催は静岡県教育委員会。

本事業からの予算活用無し） 

 

写真 静岡県の高校生と防災ディカッション 

 

（３）盛岡第四高校との文化祭交流 

  ・盛岡四高の文化祭で山田町の震災からの復興に

ついて生徒会を中心としたグループがプレゼン

テーションを行った。（宮古北高校も参加。本事

業からの予算活用無し） 

 

写真 盛岡四高でのプレゼンテーション 

（４）平舘高校とのボランティア交流 

  ・「山田のいちび」ボランティアを平舘高校の生徒

と本校生徒が合同で実施。（本事業からの予算活

用無し） 

 

写真 「いちび」でのボランティア活動 

 

２ 本校独自の復興教育 

（１）サマーチャレンジやまだ２０１７ 

 ・地域の小学生を本校に招き、高校生が先生役と

なって小学生と交流を実施。期間は夏休みの５日

間。交流活動の種類は以下の８種類。科学教室、

茶道教室、料理教室、書道教室、音楽教室、空手

教室、卓球教室、夏休みの宿題のお手伝い。（本

事業の予算を活用） 
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写真 サマーチャレンジ2017 音楽教室 

 

写真 サマーチャレンジ2017 茶道教室 

 
写真 サマーチャレンジ2017 科学教室 

 

写真 サマーチャレンジ2017 空手教室 

（２）各種ボランティア 

・「３．１１ともしびのつどい」ボランティア、保

育園でのボランティア等多くの活動を実施。（本

事業からの予算活用無し） 

 

Ⅱ 取組の成果と課題 

１ 青森県立名久井農業高校との交流 

 ・この交流事業は、東日本大震災の際、当時の名久

井農業高校の先生や生徒たちが町に１校しかな

い、同じような環境にある県立高校を支援したい

との思いから始まった支援交流事業である。 

 ・春には名久井農業高校で栽培した様々な花の苗を

トラックで運んできてくれ、農業専門の教員の指

導の下に本校の生徒と合同でプランターへの植栽

活動を行い、心温まる他校交流ができている。 

 ・双方の文化祭へ行き来することによって、名久井

農業高校の生徒にとってはフラワーアレンジメン

トの講師となって生徒や一般の来校者に授業で学

んだ知識や技術の発表の場を得ることができる。

本校の生徒にとっては、震災前の様子から震災を

経た現在の町の復興の様子を他県の全校生徒の前

でプレゼンテーションすることができ、震災の伝

承を行うことができる他、２泊３日の農家民泊を

通じて食育に対する知識の習得にも効果がある。 

 ・課題は、名久井農業高校の予算が縮小または廃止

の方向で、事業の継続が難しくなることが予想さ

れる点である。 

 

２ サマーチャレンジやまだ２０１７ 

 ・中高ではなく、小高の交流のため、異年齢交流が

できており、参加する小学生だけでなく、講師役

の高校生にとっても精神的に成長できる交流とな

っている。 

 ・町内の小学生を持つ保護者の方々に対して山田高

校の生徒の様子を知ってもらういい機会となって

いる。 

 ・本事業は、本校１～２年生全員が対象のため、ボ

ランティアを行うことに対しての機運の醸成や、

学校で学んだ知識を伝えることの難しさを体験す

ることによって多くの教育効果が期待できる。 

 ・課題としては、夏休み期間中の開催による担当教

諭の業務量の増加と、小学校と高等学校との学校

行事との調整が難しい点があげられる。 


